
第 ３ 個 別 施 策 の 展 開

本 県 の 特 長 を 生 か し た 豊 か で 充 実 し た 食 料 の 提 供Ⅰ

１ 食 料 供 給 機 能 の 強 化 に よ る 食 料 自 給 率 の 向 上

① 現 状 と 課 題

【 生 産 面 】

・ 園 芸 農 業 や 畜 産 業 を 中 心 と す る 本 県 に お い て 、 カ ロ リ ー ベ ー ス の 食

料 自 給 率 を 向 上 さ せ る た め に は 、 水 稲 の 生 産 拡 大 が 不 可 欠 で す 。*
・ 生 産 額 が 指 標 で あ る 生 産 額 ベ ー ス の 食 料 自 給 率 は 129％ で あ り 、*
農 林 水 産 業 が 基 幹 産 業 の 本 県 で は 、 一 層 の 生 産 振 興 を 図 る 必 要 が あ り

ま す 。

・ 生 産 基 盤 で あ る 農 地 を 確 保 す る た め 、 耕 作 放 棄 地 の 解 消 が 必 要 で*
す 。

【 消 費 面 】

、 。・ 輸 入 に 頼 ら な い 消 費 を 推 進 し 米 の 消 費 拡 大 を 図 る 必 要 が あ り ま す

・ カ ロ リ ー 摂 取 の 適 正 化 や 日 本 型 食 生 活 の 普 及 な ど 、 バ ラ ン ス の と れ

た 食 生 活 を 推 進 す る 必 要 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

【 生 産 面 】

・ 米 粉 や 飼 料 用 米 な ど 米 の 新 規 需 要 開 拓 ・ 生 産 拡 大 を 農 業 団 体 や 商 工

業 者 と 連 携 し て 進 め ま す 。

・ 本 県 農 家 の 所 得 向 上 に 繋 が る 生 産 振 興 を 図 り ま す 。

・ 農 業 振 興 地 域 内 の 農 用 地 を 中 心 に 耕 作 放 棄 状 態 の 解 消 に 努 め ま す 。

【 消 費 面 】

・ 新 規 需 要 も 含 め た 米 の 消 費 拡 大 、 野 菜 の 消 費 拡 大 等 健 全 な 食 生 活 を

進 め る た め 、 食 育 推 進 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 や 食 育 推 進 協 力 店 の 増 加*
な ど 食 育 の 推 進 に 取 り 組 み ま す 。

・ 県 産 農 林 水 産 物 の 消 費 が 進 む よ う に 、 地 産 地 消 協 力 店 の 増 加 や 学*
校 給 食 に お け る 地 場 産 物 活 用 率 の 向 上 を 促 進 し ま す 。

【 戦 略 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

食 料 自 給 率 (生 産 額 ﾍ ﾞ ｰ ｽ ) ⑲ １ ２ ９ ％ ○ １ ５ ０ ％* 24

食 料 自 給 率 （ ｶ ﾛ ﾘ ｰ ﾍ ﾞ ｰ ｽ） ⑲ ４ ５ ％ ○ ５ ０ ％* 24



【 行 動 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

農 家 一 戸 当 た り の 農 業 産 出 額 ○ １ ０ ０ ％ ○ １ １ ７ ％19 24

の 増 加 率

（ い も 類 、 し い た け 含 む ）

（ ） （ ）（ 農 業 産 出 額 ） 1 , 095億 円 1 ,180億 円

新 規 需 要 米 の 作 付 拡 大 推 進*
【 再 掲 】

飼 料 用 米 ○ ０ ha ○ ７ ２ ０ ha19 24

米 粉 用 米 ○ ０ ha ○ ３ ０ ha19 24

飼 料 用 稲 ○ ２ ４ ha ○ ６ ０ ha19 24

耕 作 放 棄 地 解 消 面 積 ○ ０ ha ○ ４ ４ ０ ha* 20 24

（ 累 計 【 再 掲 】）

米 粉 の 需 要 拡 大 【 再 掲 】 ○ ０ ト ン ○ １ ５ ０ ト ン20 24

「 阿 波 尾 鶏 」 出 荷 羽 数 ○ ２ ２ ３ 万 羽 ○ ３ ０ ０ 万 羽20 24

【 再 掲 】

食 育 推 進 ボ ラ ン テ ィ ア 数 ○ 1 ,365人 ○ 1 , 550人* 20 24

（ 累 計 【 再 掲 】）

「 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 」 ○ １ １ ２ 店 ○ ２ ５ ０ 店20 24

な ど 食 育 推 進 協 力 店 数

【 再 掲 】

地 産 地 消 協 力 店 数 （ 累 計 ） ○ １ ９ ２ 店 ○ ２ ７ ０ 店* 20 24

【 再 掲 】

学 校 に お け る 地 場 産 物 ○ ５ ０ ％ ○ ６ ０ ％20 24

活 用 率 【 再 掲 】

県 産 食 材 を 活 用 し た 料 理 地 域 産 物 を ア ピ ー ル す る 産 直 市



本 県 の 特 長 を 生 か し た 豊 か で 充 実 し た 食 料 の 提 供Ⅰ

２ 安 全 で 安 心 な 食 料 の 安 定 的 な 供 給 の た め の 体 制 強 化

① 現 状 と 課 題

・ 食 の 安 全 性 と と も に 、 環 境 へ の 配 慮 か ら 、 農 業 生 産 に お い て も 、 人

の 健 康 に 対 す る リ ス ク と 環 境 へ の 負 担 低 減 を 図 る 農 業 が 求 め ら れ て い

ま す 。

・ 畜 産 経 営 規 模 の 大 型 化 、 畜 産 物 流 の 高 速 ・ 広 域 化 、 国 際 化 の 進 展 等

に よ り 、 畜 産 業 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 等 の

家 畜 伝 染 病 が 発 生 す る リ ス ク が 高 ま っ て い ま す 。

・ 産 業 動 物 診 療 獣 医 師 の 高 齢 化 が 進 む 一 方 、 新 規 就 労 す る 獣 医 師 が 減

少 し 、 適 切 な 獣 医 療 を 受 け ら れ な い 地 域 が 拡 大 し て い ま す 。

・ 消 費 者 の 食 品 の 安 全 性 に 対 す る よ り 一 層 の 信 頼 を 確 保 す る た め 、 安

全 ・ 安 心 な 農 産 物 を 提 供 す る と と も に 、 食 品 表 示 の 適 正 化 が 求 め ら れ

て い ま す 。 ま た 、 人 と 環 境 に や さ し い 農 業 に 、 生 産 者 が 積 極 的 に 取 り

組 め る 条 件 を 整 備 す る 必 要 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 県 独 自 の 履 歴 管 理 制 度 （ ト レ ー サ ビ リ テ ィ シ ス テ ム 「 と く し ま*）
安 農 産 物 」 認 証 制 度 の さ ら な る 深 化 （ Ｇ Ａ Ｐ 手 法 の 導 入 ） に よ り 、2 * *
安 全 で 安 心 な 農 産 物 を 供 給 し ま す 。

・ 安 全 ・ 安 心 で 環 境 に も 配 慮 し た 産 地 づ く り に 向 け 、 Ｉ Ｐ Ｍ （ 総 合*
的 病 害 虫 雑 草 管 理 ） の 確 立 と 普 及 を 推 進 し ま す 。

・ 安 全 ・ 安 心 な 畜 産 物 を 供 給 す る た め 、 家 畜 衛 生 管 理 体 制 の 強 化 と 複

雑 ・ 多 様 化 す る 家 畜 疾 病 に 対 応 し た 危 機 管 理 体 制 の 強 化 を 推 進 し ま

す 。

・ 地 域 の 実 情 に 即 し た 獣 医 療 の 提 供 と 家 畜 衛 生 指 導 を 推 進 し ま す 。

、 、・ 食 料 に つ い て 安 全 性 に 関 す る 監 視 ・ 検 査 体 制 の 一 層 の 整 備 を 図 り

安 全 な 食 料 の 供 給 を 推 進 し ま す 。

・ Ｊ Ａ Ｓ 法 の 品 質 表 示 基 準 等 に 基 づ き 、 食 品 表 示 の 適 正 化 に 向 け た*
啓 発 指 導 を 強 化 し ま す 。

、・ 生 産 か ら 処 理 ・ 加 工 ・ 流 通 に わ た る Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ 管 理 体 制 を 構 築 し*
安 全 で 高 品 質 な 産 品 の 供 給 に 努 め ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

と く し ま 安 農 産 物 認 証 ⑳ ５ ０ 件 ○ ９ ０ 件2 24

件 数 （ 累 計 ） （ 1 , 400人 ） （ 2 ,200人 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

と く し ま 安 農 産 物 認 証 ⑳ － ○ 導 入2 24

制 度 の さ ら な る 深 化*
（ Ｇ Ａ Ｐ 手 法 の 導 入 ）*

市 町 村 に お け る 有 機 農 業 ⑳ １ 町 ○ １ ６ 市 町 村* 24

の 推 進 体 制 の 整 備 （ 累 計 ）

有 機 農 業 実 践 モ デ ル 地 区 ⑳ ２ 地 区 ○ ８ 地 区* 24

の 育 成 （ 累 計 ）

Ｉ Ｐ Ｍ 実 践 モ デ ル 地 区 数 ⑳ ３ 地 区 ○ １ ０ 地 区* 24

（ 累 計 ）

畜 産 農 家 に 対 す る サ ー ベ イ ⑳ 全 戸 ○ 全 戸24

ラ ン ス （調 査 監 視） の 実 施*

家 畜 伝 染 病 発 生 に 備 え た 危 ⑳ １ 回 ○ ４ 回24

機 管 理 講 習 ・ 研 修 会 の 実 施

獣 医 療 の 提 供 ⑳ ０ 地 区 ○ ２ 地 区24

天 敵 を 利 用 し た Ｉ Ｐ Ｍ の 実 践*

ナ ス の 周 り に 囲 い 栽 培 し た ソ ル ゴ ー （ バ ン カ ー プ ラ ン ツ ） で

増 殖 し た 天 敵 が 、 ナ ス の 害 虫 ア ブ ラ ム シ を 攻 撃 し て い る 。

（ 各 種 天 敵 左 上 ： ナ ミ テ ン ト ウ 、 左 下 ： ク サ カ ゲ ロ ウ 卵 、

、 ）右 上 ： テ ン ト ウ ム シ 幼 虫 右 下 ： ヒ ラ タ ア ブ 幼 虫



本 県 の 特 長 を 生 か し た 豊 か で 充 実 し た 食 料 の 提 供Ⅰ

３ 食 育 の 推 進 に 際 し て の 取 組

① 現 状 と 課 題

・ 「 食 」 は 私 た ち 人 間 が 生 き て い く 上 で 欠 か せ な い も の で あ り 、 生 命

の 根 本 と い え ま す 。 し か し 、 近 年 、 食 生 活 の 乱 れ や 栄 養 の 偏 り 、 さ ら

に は 生 活 習 慣 病 の 増 加 な ど 「 食 」 を 巡 る 様 々 な 問 題 が 生 じ て い ま す 。

・ こ の た め 、 県 民 一 人 ひ と り が 食 を 大 切 に 考 え 、 食 に 関 す る 正 し い 知

識 や 技 術 を 身 に つ け 、 健 全 な 心 身 と 豊 か な 人 間 性 を 育 む た め の 取 組 み

が 重 要 で す 。

・ 平 成 １ ９ 年 １ 月 に 策 定 し た 「 徳 島 県 食 育 推 進 計 画 」 で は 、 関 係 機*
関 と 密 接 に 連 携 し 、 あ ら ゆ る 場 面 で の 「 徳 島 な ら で は の 食 育 」 を 目 指

し て い ま す 。

・ 地 域 に 根 ざ し た 食 文 化 に つ い て 再 認 識 し 、 将 来 に わ た り そ の 保 存 ・

活 用 に つ い て 考 え て い く 必 要 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 食 を 大 切 に 考 え 、 食 を 通 し て 豊 か な 人 間 性 を 育 む た め 、 各 関 係 機 関

・ 団 体 等 と 連 携 を 図 り 、 必 要 な 支 援 や 情 報 の 提 供 ・ 共 有 化 を 促 進 し 、

県 民 運 動 と し て 食 育 の 取 組 み を 推 進 し ま す 。

・ 県 産 食 材 や 郷 土 料 理 を 取 り 入 れ た 「 と く し ま 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」

の 普 及 を 図 る と と も に 、 地 域 独 自 の 食 文 化 を 見 直 し 、 県 民 の 日 々 の 食

生 活 に 反 映 で き る よ う 努 め ま す 。

・ 食 育 推 進 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域 等 に お け る 食 育 活*
動 促 進 の た め 、 食 育 推 進 の リ ー ダ ー を 育 成 し ま す 。

・ 子 ど も た ち に 、 県 民 の 命 を 支 え る 農 林 水 産 業 に 関 す る 理 解 を 深 め て

も ら う た め 、 学 校 教 育 等 と 連 携 し 、 農 漁 業 体 験 等 、 子 ど も の 様 々 な 体

験 活 動 を 推 進 し ま す 。

・ 漁 業 者 ら が 自 ら 取 り 組 む 新 鮮 な 徳 島 の 水 産 物 を 使 っ た 料 理 教 室 体、 「

験 ・ お 魚 ク ッ キ ン グ （ 仮 称 」 を 支 援 し 、 魚 食 普 及 を 推 進 し ま す 。）

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

「 食 育 推 進 計 画 」 作 成 ⑳ １ 市 町 村 ○ 全 市 町 村* 24

実 施 市 町 村 数

食 育 推 進 ボ ラ ン テ ィ ア 数 ⑳ 1 ,365人 ○ 1 ,550人* 24

（ 累 計 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

コ ン ビ ニ エ ン ス ・ ス ト ア ⑳ １ １ ２ 店 ○ ２ ５ ０ 店「 」 24

な ど 食 育 推 進 協 力 店 数

食 育 イ ベ ン ト の 開 催 ⑳ ６ 回 ○ １ ０ 回24

魚 を 使 っ た 料 理 教 室 の 開 催 ⑳ ４ 回 ○ ８ 回24

（ 累 計 ）

と く し ま 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド

ふ る さ と の 恵 み を 一 品 そ え て 、 心 と 体 に お い し い 食 事

「 と く し ま 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド 」 は 、 徳 島 県 産 の 食 材 や 郷 土

料 理 を た く さ ん 使 っ て １ 日 に 「 何 を 「 ど れ だ け 」 食 べ た ら よ」

い か を わ か り や す く コ マ の 形 で 表 し て い ま す 。

こ の 食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド を 使 っ て 、 食 生 活 を チ ェ ッ ク す る こ

と が で き ま す 。



本 県 の 特 長 を 生 か し た 豊 か で 充 実 し た 食 料 の 提 供Ⅰ

４ 地 産 地 消 の 推 進

① 現 状 と 課 題

・ 本 県 は 、 食 料 生 産 県 と し て 「 と く し ま ブ ラ ン ド 品 目 」 を は じ め と、

す る 豊 か で 充 実 し た 食 材 が あ り 、 生 産 と 消 費 の 距 離 が 近 い こ と な ど 、

地 産 地 消 を 進 め て い く 条 件 に 恵 ま れ て い ま す 。

・ 「 生 産 者 の 顔 が 見 え 、 信 頼 で き る 関 係 」 を 求 め る 消 費 者 ニ ー ズ に 応

え た 、 規 模 の 大 き な 産 直 市 や 、 量 販 店 等 で の 地 場 産 品 コ ー ナ ー で の 販

売 が 増 加 し て い ま す 。

・ 地 元 な ら で は の 産 品 や 新 し い 品 目 な ど 豊 富 な 食 材 を 揃 え た 新「 」 、 「

鮮 」 で 「 お い し い 」 県 産 品 を 販 売 す る 産 直 市 等 を 拠 点 と し 、 地 産 地 消

に 対 す る 県 民 の 意 識 を 高 め る 取 組 み を 推 進 す る こ と が 必 要 で す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 「 地 産 地 消 月 間 」 を 定 め 、 徳 島 の 食 や 農 を 守 り 育 て る た め 、 生 産*
者 、 販 売 者 、 消 費 者 が 協 働 で 、 地 産 地 消 意 識 を 高 め る 取 組 み を 推 進 し

ま す 。

・ 県 内 産 品 の 消 費 拡 大 や 食 育 活 動 、 情 報 提 供 等 に 協 力 し て い た だ け る

産 直 市 や 飲 食 店 、 量 販 店 等 を 「 地 産 地 消 協 力 店 」 と し て 登 録 し 、 情*
報 提 供 に 努 め 、 地 域 産 物 の 積 極 的 な 活 用 を 進 め ま す 。

・ 学 校 給 食 が 生 き た 教 材 と し て 活 用 さ れ る よ う 、 学 校 給 食 に お け る 地

場 産 物 の 活 用 を 推 進 し ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

地 産 地 消 協 力 店 数 累 計 ⑳ １ ９ ２ 店 ○ ２ ７ ０ 店* （ ） 24

学 校 に お け る 地 場 産 物 ⑳ ５ ０ ％ ○ ６ ０ ％24

活 用 率



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

地 産 地 消 月 間 等 に お け る ⑳ ０ 回 ○ ３ 回* 24

推 進 事 業 実 施

「 食 育 推 進 計 画 」 作 成 実 施 ⑳ １ 市 町 村 ○ 全 市 町 村24

市 町 村 数 【 再 掲 】

食 育 推 進 ボ ラ ン テ ィ ア 数 ⑳ 1 , 365人 ○ 1 ,550人24

(累 計 )【 再 掲 】

地 場 産 物 を 活 用 し た 学 校 給 ⑳ １ １ 献 立 ○ ２ １ 献 立24

食 献 立 開 発 数

※ 平 成 20年 度 オ ー プ ン と く し ま ｅ － モ ニ タ ー ア ン ケ ー ト 調 査 結 果

地 域 産 物 を ア ピ ー ル す る 地 域 食 材 の 供 給 拠 点 と し て の

産 直 市 地 産 地 消 協 力 店 （ 飲 食 店 ）*

8人

20人

81人

63人

0人Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

あなたは、普段の買い物や食事の際に「地産地消」、地元産の産品を意識していますか。１つ選んで
ください。

大いに意識している（３６．６３％）

少しは意識している（４７．０９％）

ほとんど意識していない（１１．６３％）

全く意識していない（４．６５％）

その他（０．００％）



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

１ と く し ま ブ ラ ン ド の 創 出 及 び 海 外 へ の 進 出

① 現 状 と 課 題

【 ブ ラ ン ド 創 出 】

、「 」、「 」、・ 大 消 費 地 に 対 す る 安 定 し た 供 給 力 が あ り 安 全 ・ 安 心 新 鮮

「 高 品 質 」 な ど に よ り 高 い 価 値 を 認 め ら れ 、 消 費 者 か ら 信 頼 さ れ る よ

う 「 と く し ま ブ ラ ン ド 」 の 創 出 に 取 り 組 ん で い ま す 。

・ 消 費 者 嗜 好 が 変 化 す る 中 で 、 生 鮮 食 料 供 給 地 と し て 県 内 外 の 消 費 者

の 信 頼 を 確 保 す る と と も に 「 選 択 」 さ れ 「 購 入 」 さ れ る ブ ラ ン ド 力、

を 高 め る 必 要 が あ り ま す 。

・ 徳 島 県 の す ぐ れ た 農 林 水 産 物 の 品 質 と 供 給 力 の 向 上 を 図 り な が ら 、

生 産 か ら 消 費 ま で 一 体 的 に す す め る 「 新 鮮 と く し ま ブ ラ ン ド 戦 略 」 を

展 開 し 、 国 内 外 に 誇 る 「 と く し ま ブ ラ ン ド 」 の 確 立 を 図 る 必 要 が あ り

ま す 。

【 海 外 進 出 】

・ ア ジ ア 諸 国 の 経 済 発 展 に と も な う 所 得 の 向 上 や 世 界 的 な 日 本 食 の 広

が り な ど に よ り 、 高 品 質 で 安 全 な 我 が 国 農 林 水 産 物 の 輸 出 拡 大 の 好 機

が 到 来 し て い ま す 。

・ こ の 機 を 捉 え て 、 本 県 の 優 れ た 農 林 水 産 物 を 海 外 に ア ピ ー ル し 、 新

規 市 場 を 開 拓 す る と と も に 、 海 外 で の 評 価 に よ る 更 な る ブ ラ ン ド 力 の

向 上 や 食 を 通 じ た 徳 島 県 の Ｐ Ｒ な ど を す す め て い く 必 要 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

【 ブ ラ ン ド 創 出 】

・ 認 定 農 業 者 を は じ め と す る 安 定 的 か つ 持 続 的 な 経 営 体 を 中 心 に 、*
女 性 や 高 齢 者 な ど 多 様 な 担 い 手 が 一 体 と な っ た 強 固 な 産 地 づ く り を 推

進 し ま す 。

・ 安 全 ・ 安 心 、 高 品 質 な 農 林 水 産 物 を 安 定 的 に 生 産 ・ 出 荷 で き る 体 制

整 備 を 促 進 し ま す 。

・ 消 費 者 ニ ー ズ の 変 化 や 情 報 ・ 物 流 の 高 度 化 に 対 応 し た 、 新 た な 流 通 シ

ス テ ム の 開 拓 等 に よ り 、 機 動 的 な 販 売 戦 略 の 構 築 を 推 進 し ま す 。

・ 機 動 力 を 強 化 し 、 全 国 各 地 で 「 新 鮮 な っ ！ と く し ま 」 号 の 展 開 を

は じ め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 マ ス メ デ ィ ア な ど 、 あ ら ゆ る 手 法 を 駆 使 し

た 「 と く し ま ブ ラ ン ド 」 の 浸 透 を 図 り ま す 。

・ 多 様 な 販 売 チ ャ ン ネ ル の 構 築 に よ り 日 本 全 国 の 消 費 者 が 簡 単 に と、 「

く し ま ブ ラ ン ド 」 を 購 入 で き る 体 制 の 整 備 に 取 り 組 み ま す 。

・ 「 阿 波 牛 「 阿 波 ポ ー ク 「 阿 波 尾 鶏 」 の 県 産 畜 産 ブ ラ ン ド 等 の 生」 」

産 体 制 の 強 化 を 図 る た め 、 経 営 基 盤 の 強 化 や 優 良 種 畜 の 安 定 生 産 等 を

推 進 し ま す 。

・ 水 産 ブ ラ ン ド 品 目 の 一 つ で あ る 「 ハ モ 」 の 認 知 度 向 上 に 向 け た キ ャ

、 。ン ペ ー ン を 実 施 し 新 た な 消 費 の 拡 大 や 生 産 者 所 得 の 向 上 を 図 り ま す

・ 消 費 者 ニ ー ズ に 即 し た 新 製 品 の 開 発 ・ 普 及 等 に よ り 、 新 た な 需 要 を

創 出 し 、 水 産 物 の 消 費 の 拡 大 に 努 め ま す 。



【 海 外 進 出 】

・ 輸 出 の 拡 大 を 通 じ 、 本 県 農 林 水 産 物 を 「 世 界 に は ば た く 『 と く し ま

ブ ラ ン ド 」 へ と 確 立 し 、 本 県 農 林 水 産 業 の 飛 躍 を 図 り ま す 。』

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

農 林 水 産 物 ブ ラ ン ド 品 目 飛 ⑳ １ ２ 品 目 ３ ８ 品 目○24

躍 数

「 と く し ま ブ ラ ン ド 」 輸 出 ⑳ ３ 品 目 １ ０ 品 目○24

品 目 数 （ 累 計 ）

【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

「 オ ン リ ー ワ ン 畜 産 ⑳ 開 発 中 ○ １ ﾌﾞ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ24

新 ブ ラ ン ド 」 の 作 出 普 及

「 阿 波 尾 鶏 」 出 荷 羽 数 ⑳ ２ ２ ３ 万 羽 ○ ３ ０ ０ 万 羽24

「 新 鮮 な っ ！ と く し ま 」 ⑳ ２ ０ ８ 回 ○ ４ ０ ０ 回24

号 の 運 行 回 数 （ 累 計 ）

県 外 に お け る 「 と く し ま ⑳ ２ １ 店 舗 ○ ３ ５ 店 舗24

ブ ラ ン ド 」 協 力 店 数*

「 と く し ま ブ ラ ン ド 」 輸 出 ⑳ ３ 箇 所 ○ ５ 箇 所24

拠 点 数

徳 島 の 活 鱧 Ｐ Ｒ キ ャ ン ペ ー ⑳ １ 回 ○ ５ 回24

ン 開 催 回 数 （ 累 計 ）

芽 生 え わ か め の 生 産 量 ⑳ 0 .3ト ン ○ 3 . 0ト ン24

（ 累 計 ）

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た ⑳ 4 ,000人 ○ 6 ,000人24

「 と く し ま ブ ラ ン ド 」

情 報 の 提 供 者 数



○ ブ ラ ン ド 品 目 （ １ ２ 品 目 ）

品 目 数 品 目 名

野 菜 ４ 品 目 な る と 金 時 、 に ん じ ん 、 生 し い た け

カ リ フ ラ ワ ー

果 実 ３ 品 目 す だ ち 、 ゆ ず 、 み か ん

花 き １ 品 目 シ ン ビ ジ ウ ム

畜 産 物 １ 品 目 阿 波 尾 鶏

水 産 物 ３ 品 目 鳴 門 わ か め 、 ア ワ ビ 類 、 は も

○ ブ ラ ン ド 育 成 品 目 （ ２ ４ 品 目 ）

品 目 数 品 目 名

野 菜 １ ５ 品 目 だ い こ ん 、 れ ん こ ん 、 な す 、 い ち ご 、

ほ う れ ん そ う 、 な の は な 、 レ タ ス 、

き ゅ う り 、 ト マ ト 、 ね ぎ 、 ブ ロ ッ コ リ －

え だ ま め 、 こ ま つ な 、 オ ク ラ 、

鳴 門 ら っ き ょ

果 実 １ 品 目 な し

花 き １ 品 目 ユ リ

畜 産 物 ２ 品 目 阿 波 牛 、 阿 波 ポ ー ク

水 産 物 ５ 品 目 養 殖 あ ゆ 、 ち り め ん 、 養 殖 ス ジ ア オ ノ リ

鳴 門 鯛 、 ア オ リ イ カ



「 新 鮮 な っ ！ と く し ま 」 号 の 展 開 と く し ま ブ ラ ン ド 協 力 店 で の フ ェ ア*

台 湾 の 太 平 洋 Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ で の 「 に ん じ ん 」 Ｐ Ｒ の 様 子

し い た け パ ッ ク セ ン タ ー

（ ）築 地 市 場 に お け る 本 県 水 産 物 の Ｐ Ｒ 新 商 品 の 開 発 芽 生 え わ か め



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

２ 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興
１ ） 水 田 農 業 の 振 興

① 現 状 と 課 題

・ 本 県 の 水 田 の 利 用 状 況 に つ い て は 、 水 田 面 積 に 対 し 主 食 用 米 が 69

％ 、 野 菜 が 23％ 、 飼 肥 料 作 物 が ７ ％ 、 豆 類 （ 大 豆 等 ） が 0 . 6％ 、 麦 が

0 . 4％ 、 そ の 他 作 物 が ２ ％ と な っ て お り 、 麦 や 大 豆 な ど の 土 地 利 用 型

作 物 の 割 合 が 少 な く 、 野 菜 の 割 合 が 高 く な っ て い ま す 。

・ 水 田 の 作 付 延 べ 面 積 は 20 , 7 00ｈ ａ で 、 耕 地 利 用 率 は 100％ を 超 え

て お り 、 一 部 に 耕 作 放 棄 地 が 見 ら れ る も の の 、 ほ ぼ 効 率 的 な 水 田 利*
用 が 図 ら れ て い ま す （ 参 考 ： 水 田 利 用 率 の 全 国 平 均 ： 97 .7％ ）。

・ 米 の 生 産 調 整 を 推 進 す る に 当 た り 、 水 稲 に 代 わ る 作 物 と し て 、 れ ん

こ ん 、 な る と 金 時 な ど 「 野 菜 」 の 作 付 け を 推 進 し て き た こ と か ら 、、

水 田 を 利 用 し た 園 芸 産 地 が 形 成 さ れ て い ま す 。

・ 「 水 稲 」 は 、 兼 業 農 家 な ど の 小 規 模 零 細 農 家 に よ る 作 付 け が 大 部 分

を 占 め て お り 、 低 コ ス ト 化 が 進 ん で い ま せ ん 。

・ 飼 料 作 物 は 、 飼 料 作 物 ご と に 別 々 の 収 穫 ・ 調 整 の 機 械 体 系 を 必 要 と

す る た め 、 膨 大 な 額 の 投 資 が 必 要 と な っ て い ま す 。

・ 麦 や 大 豆 は 、 機 械 化 に よ る 規 模 拡 大 が 可 能 で 、 水 田 の 有 効 活 用 に は

欠 か せ な い 有 望 な 作 物 で あ り ま す が 、 収 益 性 が 低 い こ と や 設 備 投 資 が

必 要 な こ と か ら 、 栽 培 面 積 の 拡 大 が 進 ん で い ま せ ん 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

水 田 面 積 の 減 少 や 水 田 利 用 率 の 低 下 の 現 状 に 歯 止 め を か け 「 水 田、

フ ル 活 用 」 持 続 す る 施 策 と し て 、 次 の 対 策 を 講 じ ま す 。*
・ 水 田 転 作 が 拡 大 す る 中 で 、 水 田 を 有 効 に 活 用 し 生 産 調 整 を 推 進 す る

た め 、 飼 料 用 米 や 米 粉 用 米 の 作 付 拡 大 を 図 り ま す 。

・ 「 集 落 営 農 」 や 「 担 い 手 へ の 作 業 集 積 」 な ど を 推 進 し 、 効 率 的 に*
資 本 装 備 を 図 る こ と に よ っ て 、 水 稲 な ど の 生 産 コ ス ト の 低 減 し 、 経 営

安 定 を 進 め ま す 。

・ 農 作 業 の 機 械 化 （ 大 豆 コ ン バ イ ン な ど ） に よ る 規 模 拡 大 を 促 進 し 、

生 産 性 の 向 上 を 図 り ま す 。

・ 肥 料 費 低 減 や 連 作 障 害 回 避 の た め に 、 緑 肥 作 物 の 活 用 を 推 進 し 、*
優 良 農 地 の 維 持 に 努 め ま す 。



【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

水 田 の 利 用 率 ⑲ 101 . 5％ ○ 111 .0％24

新 規 需 要 米 の 生 産 面 積 ⑲ ２ ４ ha ○ ８ １ ０ ha* 24

【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

新 規 需 要 米 の 作 付 拡 大 推 進*
・ 飼 料 用 米 ⑲ ０ ha ○ ７ ２ ０ ha24

・ 米 粉 用 米 ⑲ ０ ha ○ ３ ０ ha24

・ 飼 料 用 稲 ⑲ ２ ４ ha ○ ６ ０ ha24

水 田 の 麦 、 大 豆 、 飼 料 作 物

作 付 拡 大 及 び 緑 肥 作 物 の*
活 用 推 進

・ 麦 ⑲ ８ ９ ha ○ ２ ５ ０ ha24

・ 転 作 大 豆 ⑲ １ １ １ ha ○ １ ５ ０ ha24

・ 飼 料 作 物 ⑲ ３ ９ ３ ha ○ ５ ５ ０ ha24

・ 緑 肥 作 物 ⑲ ９ ６ ７ ha ○ １ ,１ ０ ０ ha24

米 粉 の 需 要 拡 大 ○ ０ ト ン ○ １ ５ ０ ト ン20 24

集 落 営 農 組 織 数 【 再 掲 】 ⑲ １ ４ 組 織 ○ ６ ０ 組 織* 24

飼 料 用 稲 の 収 穫



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

２ 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興
２ ） 園 芸 農 業 の 振 興

① 現 状 と 課 題

・ 平 成 19年 農 業 産 出 額 1 , 0 25億 円 の う ち 、 野 菜 （ い も 類 を 含 む ・。）

果 樹 ・ 花 き の 園 芸 作 物 は 59 0億 円 で 58％ を 占 め 、 本 県 農 業 の 重 要 な

分 野 と な っ て い ま す 。

・ ま た 、 本 県 面 積 の 約 ８ 割 を 占 め る 中 山 間 地 域 に お い て は 、 特 産 す だ

ち を 代 表 と す る 果 樹 や 花 き 等 の 園 芸 作 物 が 地 域 の 基 幹 的 な 作 物 と し て

重 要 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。

・ し か し 、 近 年 の 園 芸 作 物 の 作 付 面 積 は 、 生 産 者 の 高 齢 化 と 担 い 手 の

減 少 、 肥 料 高 騰 な ど に よ る 生 産 コ ス ト の 上 昇 や 価 格 低 迷 等 の 影 響 で 減

少 傾 向 に あ り ま す 。

・ 消 費 者 の 低 価 格 志 向 の 反 面 、 安 全 ・ 安 心 志 向 は 強 ま っ て お り 、 こ れ

ら に 即 し た 高 品 質 生 産 や 生 産 ・ 流 通 の 低 コ ス ト 化 、 需 要 が 高 ま り つ つ

あ る 加 工 ・ 業 務 向 け へ の 対 応 等 が 求 め ら れ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 園 芸 作 物 生 産 の 低 コ ス ト ・ 省 力 化 を は じ め と し た 生 産 性 向 上 を 推 進

し ま す 。

・ 野 菜 （ い も 類 含 む ） は 、 規 模 拡 大 と 低 コ ス ト ・ 省 力 化 を 図 る た め。

機 械 化 一 貫 体 系 を 導 入 し 生 産 性 向 上 を 推 進 し ま す 。

*・ か ん き つ 類 は 高 糖 系 温 州 等 優 良 系 統 へ の 更 新 を 図 る 他 、 隔 年 結 果

の 是 正 や 省 力 化 に 向 け た 園 地 整 備 を 実 施 し ま す 。 落 葉 果 樹 も ナ シ の 老

木 更 新 や か き の 新 品 種 の 導 入 等 に よ り 既 存 産 地 の 再 生 を 促 進 し ま す 。

・ 高 品 質 な 花 き を 年 間 を 通 じ て 計 画 的 に 出 荷 す る た め 、 低 コ ス ト 省 力

化 に 努 め 、 栽 培 の 高 度 化 に よ り 消 費 者 ニ ー ズ に あ っ た 高 品 質 花 き 生 産

を 推 進 し ま す 。

・ 本 県 園 芸 品 目 が 現 在 以 上 に 県 内 外 の 消 費 者 の 信 頼 を 確 保 し 、 選 択 さ

れ 購 入 さ れ る よ う ブ ラ ン ド 力 を 高 め 、 供 給 力 ・ 品 質 ・ 信 頼 度 の よ り 一

、 。層 の 向 上 を 目 指 し 園 芸 作 物 の 生 産 振 興 と 産 地 の 充 実 強 化 を 図 り ま す

・ 実 需 者 に 対 応 し た キ ャ ベ ツ 、 ほ う れ ん そ う 等 加 工 ・ 業 務 向 け の 取 引

を 推 進 し ま す 。

・ 花 の 需 要 拡 大 の た め に 「 花 の あ る 生 活 」 の 普 及 を 進 め ま す 。、



【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

園 芸 品 目 の 産 出 額 い も 類 ⑲ ６ ５ １ 億 円 ○ ７ ０ ０ 億 円（ 、 24

し い た け 含 む ）

大 阪 中 央 卸 売 市 場 に お け る ⑳ １ 位 ○ １ 位24

野 菜 果 実 販 売 金 額 （ 順 位 ）

【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

低 コ ス ト ・ 省 力 化 機 械 導 入

品 目 数 ⑳ ５ 品 目 ○ ９ 品 目24

加 工 ・ 業 務 用 契 約 品 目 ⑲ １ １ 品 目 ○ １ ５ 品 目24

育 成 数

「 手 入 れ 砂 代 替 技 術 」 ⑳ １ ９ ０ 戸 ○ ５ ０ ０ 戸* 24

導 入 戸 数

優 良 品 目 ・ 品 種 へ の 改 植 ⑳ ４ 地 区 ○ ９ 地 区24

実 施 産 地 数

に ん じ ん の 収 穫

徳 島 の シ ン ビ ジ ウ ム

「 愛 子 さ ま 」 県 産 な し 「 豊 水 」



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

２ 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興
３ ） 畜 産 業 の 振 興

① 現 状 と 課 題

・ 本 県 の 畜 産 業 は 、 生 産 か ら 処 理 ・ 加 工 ・ 流 通 に わ た る 関 連 産 業 で 構

成 さ れ て お り 、 多 く の 雇 用 の 場 を 創 出 す る な ど 地 域 経 済 を 支 え る 主 要

産 業 で す 。

・ し か し 、 近 年 、 高 齢 化 や 周 年 拘 束 性 に よ る 担 い 手 不 足 、 畜 産 環 境 問

題 等 に よ り 畜 産 農 家 は 減 少 傾 向 に あ り ま す 。

・ ま た 、 配 合 飼 料 価 格 を は じ め と し た 生 産 資 材 価 格 は 高 水 準 で 推 移 す

る と 予 想 さ れ 、 さ ら に 世 界 的 な 金 融 ・ 経 済 危 機 の な か 、 消 費 の 減 退 等

に よ り 畜 産 物 価 格 は 下 落 傾 向 に あ り ま す 。

・ こ う し た こ と か ら 、 畜 産 経 営 に お い て は 、 生 産 効 率 の 改 善 や 労 働 費

の 低 減 な ど 生 産 性 の 向 上 対 策 に 加 え 、 自 給 飼 料 の 増 産 な ど に よ る 飼 料

費 の 低 減 が 課 題 と な っ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

安 全 で 、 安 心 し て 消 費 で き る 畜 産 物 の 安 定 的 な 生 産 ・ 供 給 を 図 る た

め 、

・ 生 産 性 の 向 上 な ど 畜 産 経 営 体 質 の 強 化 や 規 模 拡 大 及 び 担 い 手 の 確 保

対 策 を 推 進 し ま す 。

・ 他 産 業 等 と 連 携 し 、 創 意 工 夫 を 活 か し た 収 益 性 の 高 い 畜 産 を 目 指 す

経 営 体 の 育 成 を 図 り ま す 。

・ 家 畜 改 良 の 円 滑 な 推 進 や 、 新 技 術 を 取 り 入 れ た 飼 養 管 理 方 式 の 定 着

化 を 推 進 し ま す 。

・ 家 畜 ・ 畜 産 物 の 価 格 安 定 制 度 の 一 層 の 活 用 を 推 進 し ま す 。

・ 「 阿 波 牛 「 阿 波 ポ ー ク 「 阿 波 尾 鶏 」 の 県 産 畜 産 ブ ラ ン ド 等 の 生」 」

産 体 制 の 強 化 を 図 る た め 、 経 営 基 盤 の 強 化 や 優 良 種 畜 の 安 定 生 産 等 を

推 進 し ま す 。

・ 飼 料 用 米 や 飼 料 作 物 及 び 稲 わ ら 等 の 生 産 ・ 利 用 の 拡 大 、 放 牧 地 や 遊

休 農 地 等 に お け る 放 牧 利 用 、 コ ン ト ラ ク タ ー 組 織 の 育 成 な ど を 推 進*
し 飼 料 自 給 率 の 向 上 を 図 り ま す 。

・ 畜 産 物 の 生 産 、 処 理 、 加 工 及 び 流 通 の 各 段 階 に お け る 施 設 の 近 代 化

を 推 進 し ま す 。

・ 畜 産 物 の マ ー ケ テ ィ ン グ 対 策 を 推 進 し ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

「 阿 波 尾 鶏 」 出 荷 羽 数 ○ ２ ２ ３ 万 羽 ○ ３ ０ ０ 万 羽20 24

飼 料 自 給 率 ○ １ ３ ％ ○ １ ５ ％20 24



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

収 益 性 の 高 い 畜 産 経 営 体 を ○ ０ モ デ ル ○ ６ モ デ ル20 24

目 指 す モ デ ル 数

牛 の 受 精 卵 移 植 受 胎 率 ○ ４ ０ ％ ○ ５ ０ ％20 24

「 阿 波 牛 」 出 荷 頭 数 ○ 1 ,600頭 ○ 1 ,700頭19 24

「 阿 波 ポ ー ク 」 出 荷 頭 数 ○ 12 , 780頭 ○ 13 ,500頭20 24

自 給 飼 料 生 産 コ ン ト ラ ク タ ○ ０ 組 織 ○ ３ 組 織20 24

ー 組 織 の 育 成

飼 料 用 米 利 用 畜 産 農 家 数 ○ ０ 戸 ○ ２ ０ 戸20 24

多 様 な 流 通 チ ャ ン ネ ル の 開 ○ ２ 地 域 ○ ８ 地 域20 24

拓

畜 産 ブ ラ ン ド の 指 定 店 数 ○ ５ ６ ７ 店 舗 ○ ６ ０ ０ 店 舗* 20 24

「 阿 波 牛 」 「 阿 波 尾 鶏 」 「 阿 波 ポ ー ク 」

自 給 飼 料 の 生 産 遊 休 農 地 の 放 牧 利 用



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

２ 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興
４ ） 林 業 及 び 木 材 産 業 の 振 興

① 現 状 と 課 題

・ 森 林 の ６ 割 を 占 め る ス ギ ・ ヒ ノ キ の 人 工 林 は 、 樹 齢 45年 以 上 が 43

％ を 占 め る ま で に 成 熟 し て き て お り 、 木 材 と し て 利 用 で き る 時 期 を 迎

え て い ま す 。

・ ま た 、 本 県 は 、 古 く か ら 製 材 業 や 木 工 ・ 家 具 製 造 業 が 発 達 し 、 数 多

*く の 産 直 住 宅 の 供 給 組 織 を は じ め 「 ス ギ 合 板 工 場 」 や 「 ス ギ Ｍ Ｄ Ｆ、

工 場 」 も 立 地 す る な ど 、 多 様 な 加 工 体 制 を 有 し て い ま す 。

・ そ こ で 、 現 在 、 効 率 的 な 間 伐 材 等 の 生 産 、 木 材 の 加 工 ・ 流 通 の 実 現

に 向 け 、 川 上 と 川 下 が 一 体 と な っ て 「 林 業 飛 躍 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に 取 り

組 ん で い ま す 。

・ 本 県 で 消 費 さ れ る 原 木 の 約 ７ 割 が 外 材 や 他 県 材 で あ る こ と か ら 、 県

産 材 の 利 用 推 進 が 課 題 と な っ て い ま す 。 ま た 、 生 産 さ れ た 木 材 製 品 の

約 ７ 割 が 京 阪 神 を 中 心 と す る 県 外 に 出 荷 さ れ て い る こ と か ら 、 県 外 に

お け る 販 路 拡 大 が 求 め ら れ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 高 性 能 林 業 機 械 と 高 密 度 路 網 、 ス ト ッ ク ポ イ ン ト 等 を 効 率 的 に 組*
み 合 わ せ た 「 新 間 伐 シ ス テ ム 」 を 推 進 し 、 間 伐 材 の 生 産 性 向 上 と 生 産

量 の 拡 大 を 図 り ま す 。

・ 木 材 産 業 に お け る 生 産 性 の 向 上 を 図 る た め 、 生 産 ・ 流 通 ・ 加 工 施 設

の 整 備 を 支 援 す る と と も に 、 木 材 産 業 者 の 連 携 に よ る 競 争 力 の 高 い 産

地 づ く り を 進 め ま す 。

・ 木 材 の 性 能 把 握 や 新 た な 用 途 開 発 に 取 り 組 む と と も に 、 産 地 や 性 能

・ 品 質 を 証 明 す る 「 木 材 認 証 制 度 」 の 活 用 に よ り 消 費 者 か ら 信 頼 さ れ

る 木 材 供 給 を 推 進 し ま す 。

・ 県 産 材 を 使 用 し た 木 造 住 宅 や 大 消 費 地 に お け る 木 材 製 品 の 普 及 、 公

、 。共 事 業 に お け る 率 先 使 用 に 取 り 組 み 県 産 木 材 の 消 費 拡 大 を 図 り ま す

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

林 業 及 び 木 材 ・ 木 製 品 生 産 ⑲ ４ １ ７ 億 円 ○ ４ ５ ６ 億 円24

額

県 内 の 素 材 消 費 量 に 占 め る ⑲ ３ １ ％ ○ ４ ０ ％24

県 産 材 比 率



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

3 3間 伐 材 の 搬 出 材 積 量 ○ ８ ４ 千 ｍ ○ １ ６ ０ 千 ｍ20 24

高 性 能 林 業 機 械 導 入 数 ○ ２ １ ｾｯ ﾄ ○ ３ ６ ｾ ｯ ﾄ20 24

（ 累 計 ）

「 県 産 木 造 住 宅 供 給 シ ス テ ○ １ ５ ６ 戸 ○ １ ７ ０ 戸20 24

ム 」 に よ る 建 築 戸 数*

3 3公 共 事 業 で の 県 産 木 材 使 用 ○ 10 , 015ｍ ○ 12 ,000ｍ19 24

量

「 徳 島 県 木 材 認 証 制 度 」 ○ １ ６ ８ 事 業 所 ○ ２ ０ ０ 事 業 所* 20 24

登 録 事 業 所 数

高 性 能 林 業 機 械 に よ る 間 伐 材 の 搬 出

公 共 事 業 に お け る 県 産 材 利 用

「 林 業 飛 躍 プ ロ ジ ェ ク ト 」 イ メ ー ジ 図

県 認 証 木 材 製 品 の 展 示 会 (於 :東 京 都 )
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本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

２ 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興
５ ） 水 産 業 の 振 興

① 現 状 と 課 題

・ 都 市 化 ・ 工 業 化 の 進 展 に 伴 う 漁 場 環 境 の 悪 化 や 漁 船 ・ 漁 具 の 近 代 化

に よ る 漁 獲 競 争 の 激 化 な ど 様 々 な 要 因 に よ り 、 漁 獲 量 は 減 少 傾 向 に あ

る こ と か ら 、 資 源 水 準 に 見 合 っ た 効 率 的 な 資 源 利 用 の 推 進 や 沿 岸 場漁

、 、の 整 備 開 発 漁 場 環 境 の 保 全 対 策 な ど に よ る 水 産 物 の 安 定 生 産 を 図 り

漁 業 者 所 得 の 向 上 や 漁 村 地 域 の 活 性 化 を 実 現 す る 必 要 が あ り ま す 。

・ 安 価 な 輸 入 水 産 物 の 増 加 や 消 費 者 嗜 好 の 多 様 化 に よ る 魚 離 れ な ど を

、 、 、背 景 に 魚 価 の 低 迷 漁 業 生 産 額 の 減 少 が 問 題 と な っ て い る こ と か ら

衛 生 ・ 品 質 管 理 の 徹 底 に よ る 消 費 者 と の 信 頼 の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を

通 じ た 消 費 の 拡 大 な ど を 推 進 す る 必 要 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 資 源 回 復 計 画 の 着 実 な 推 進 や 効 率 的 ・ 効 果 的 な 栽 培 漁 業 の 推 進 に*
取 り 組 み 、 水 産 物 の 安 定 生 産 を 図 り ま す 。

・ 稚 魚 の 成 育 場 と な る 藻 場 や 増 殖 場 の 造 成 に 取 り 組 む と と も に 、 掃*
海 事 業 の 実 施 な ど に よ り 、 生 産 力 の 高 い 漁 場 づ く り を 推 進 し ま す 。*

・ 生 産 ・ 流 通 施 設 な ど の 整 備 を 進 め 、 水 産 物 の 品 質 向 上 や 衛 生 管 理 の

高 度 化 を 図 り 、 水 産 物 の 付 加 価 値 向 上 に 努 め ま す 。

・ 消 費 者 ニ ー ズ に 即 し た 新 商 品 の 開 発 ・ 普 及 を 支 援 し 、 新 た な 需 要 の

創 出 に よ る 水 産 物 の 消 費 拡 大 を 推 進 し ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

漁 業 生 産 額 (海 面 ) ⑲ １ ４ ８ 億 円 １ ５ ０ 億 円○24

藻 場 造 成 箇 所 数

平 成 １ ８ 年 度 か ら の 累 計 ⑳ ４ 箇 所 ８ 箇 所（ ） ○24



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

ヒ ラ メ 種 苗 放 流 尾 数

平 成 ２ ０ 年 度 か ら の 累 計 ⑳ ３ ４ ８ 千 尾 ○ 1 ,300千 尾（ ） 24

ア ワ ビ 種 苗 放 流 個 数

（ 殻 長 ２ ０ ㎜ 以 上 ）

平 成 ２ ０ 年 度 か ら の 累 計 ⑳ ３ １ １ 千 個 ○ 1 ,130千 個（ ） 24

芽 生 え わ か め の 生 産 量*
平 成 ２ ０ 年 度 か ら の 累 計 ⑳ 0 .3ト ン ○ 3 . 0 ト ン（ ） 24

【 再 掲 】

掃 海 実 施 面 積*
平 成 １ ８ 年 度 か ら の 累 計 ⑳ ９ ０ ｋ ㎡ ○ ２ ０ ０ ｋ ㎡（ ） 24

藻 場 （ ア ラ メ ・ ガ ラ モ ） 小 学 生 に よ る ヒ ラ メ 種 苗 の 放 流

芽 生 え わ か め 漁 協 の 荷 さ ば き 施 設*


